
(3) 保守方式を合理化すること。基地局に人が居るか居ない

かにより保守が当然異なる。定期i笠回の間げきに発生する障害

に対しては，予備R:1:あるいは予備ノレートに切り換える処置を講

じなければな らない。

(4) 火災予防を強化すること。

(5) 最小限の遠方監視.制御をなすこと。保守を合理化する

ことにより監視，市Ij御を簡単にする必要がある。監視は器地局

障害の場合，はせつける緩急，出張者の質，携行する機器を，

あらかじめ知るに必要な程度に限定する。

制御は自動時1)御に賀き換えて，遠方制御はできるだけ減少す

べきである。 ただし定期巡回の周期を延長するために，遠方制

御を加えた方が有利な場合，たとえば予備エンジ yの動作試験

は，遠方市l御による方が有利である。

(6) 経済的であること。悲地局を無人化するために自動制御

装置，遠方!FJ;:筏袋!丘が新しく付加される。この創設費は局舎・保

守員の社宅の縮小，敷地の減少によって償われるが，年経費は

保守員の減少による人件費の減，付加施設の増による保守貨の

増， 巡回保守による出張費の増，創設費の増減による減価償'却

費ならびに利子の地減よりみて ， 無人化が有利とならねばなら

ない。 (遠藤由松)

きちき ょ くしていしんごう 墓地局指定信号 新幹線

列車無線では，・移動局が通話を行なう場合，まず通信を行なう

相手* 1$il1!!局を指定する。移動局からは単一無線周波 8 回線を

送出しうるが，その各通話路の音声帯域外に 6 周波の基地局指

定信 号を設け，使用する通話路と通信相手基地局に従 っ て，図に

示すように 6 周波中の l 周波を送出して基地局の指定を行なう。

抜地局指定信号 周波数配置

きちきょくし
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沿線には 27 基地局があり ， 基地局送信周波数により無線ゾ

ーンを A ・ B . C の 3 総額に分け，原則! としてA ゾーン， B ゾ

ー ンの繰返しで低局されているが ， 1 ゾ ー γ飛び越した同種基

地局間で，電波の相互干渉を起こすおそれのある地域では， C 
ゾー γを設け A ・ B . C ゾーンの配置になっている。移動局か

ら送信された電波が近緩する同種ゾーンに到達したり(これを

オーパ ー ・リ ーチ という。)，単一無線回線の相互変調による干

渉妨害を避けるために， A ・ B.C ゾー ンを，さらに A，・ B，'

C，・ A， ' B， ・ C ， の 6 績類にI又分し，前述したように，通話路別

に基地局対応の法地局指定信号を設けている。

基地局指定信号組合せ
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iCH7f lalbie|dle 
CH 8 e f.  bc  d 

(. , b, c, d, e, f はおのおの図の f..fb. fc. fd. f.., f，を表わす)
移動局は地上に設置されているゾーン切換地上子からの情報
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l 区間 ・ キロ程および沿革

伊予三島~新居浜駅前 26.5km 

日目 34 ・ 1 2 ・ 15 開業

'!Q害~伊予西条駅前

昭 37 ・ 12 ・ 21

高松~伊予三島

IIH 40 ・ 3 ・ 18

伊予西条~松山

RH 40 ・ 3 ・ 18

本路線は昭和 38 ・ 1 ・ 1 川池線から分離して東予線となり，さら

に昭和 40 ・ 3 ・ 18 高松・訟山への延長と同時に北四国急行線主改

称した。

2 営業範閤

定JUI外旅客および手荷物の取扱いをしている 。

3 使命

予讃線の *ili完路線としての使命を有している 。

4 特長

この路線は本土から四国への関門である日松市から，予讃紛l

に並行した国道 11 号線上を運行し，瀬戸内海沿作の主要都市の

大半を絡んでいる。坂出は極業を主とした新興ユ業務l市で;波

出港は貨物港として有名である 。 丸亀は塩聞で，川之江 ・伊予

三島 ・ 西条は古くから製紙の町として知られている 。 新居浜港

は別子銅山のI百出港として開け，四国第 l の量化学工業都市と

して発展成長を続けている。終点松山は四国における学術文化

の中心地で，近くに名高い道後温J止がある 。 またこの路線に沿

った東予地区は，昭和 38 年新w業都市に指定されている図

(熊沢 !)J) 

きちきょく 墓地局 電波法およびその bai fj規則によれ

ば，法地局とは L段上移動局と通信を行なうため|俊 f:に 1m設す

る移動しない無線局をし、う。1 と定義している 。

基地局の具備すべき条件としては， 事移動向との通話である

から， 一般的に設位上考慮すべき条件は ド記の と おりである。

()) 通信を行なう必要の場所からの操作が容易であること 。

(2) 既設の局の運用に妨害を与えないこ と。

(3) 移動局が通信を必要とする移動範聞と，その Jt;地局のサ

ービスエリ 7ができるかぎり一致し ， 必要最小限の規絞(海抜

高 ， アンテナ高，アンテナ電力，指向性な ど)であること。

(4) 外部雑音がなるべく少ない所であること。

(5) 保守が容易であること。~f{.である 。

近年基地局はほとんど経済的理由等で無人化が行なわれてい

る。越地局を無人化できる条件には，次のことが必要である。

()) 主要装置ならびに電源装置が十分な安定性を有すること。

主要機íl[，ならびに電源装置が安定で予防保守が単純であり ， 定

期l巡回に耐えることが必要である。

(2) 主要装位ならびに電源装置の調整を自動化する こと 。


